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「他の人が発表 しているとき、自分の考 えや気持ちと比べなが ら聞いていますか ?」

校長 杉山善之

2学期が始まりました。パラリンピックメダリス ト上原大祐先生の講演 口車椅子バスケッ

ト、そして、神明祭、文化発表会、 1・ 2年生は校外学習、3年生は進路と大きな取 り組み

が目白押 しです。納得できる二学期にするために、東京都教育委員会がみなさんに「やって

ほしい」ことの二番目、勉強 していく中で、「話 し合う活動で、あなたは、話 し合う内容を理

解 して、相手の考えを最後まで聞き、自分の考えをしつか りと伝えてる」ことを述べます。「

勉強に限らず「話 し合う」ことは大切なことは誰でも知っています。しか し、話 し合つて、

よりよい解決策を見つけ出していくことは、大人でも難 しいことです。そこで、都の教育委

員会の問いかけをもう一度読んでみました。①「話 し合う活動をする機会がありますか ?」 、

②「話 し合う内容を理解 していますか ?」 、③「相手の考えを最後まで聞いていますか」、④
「自分の考えをしつか り伝えられましたか ?」 と4条件があります。まず、この 4つ の条件

をクリアー してこそ、この質問に答ええることになります。クリアーできますか ?ど こに「ひ

つかかり」ますか ?今年度春に行つた区特定課題調査の「意識 口実態調査」で、みなさんは

次のように答えています。
「①話 し合う機会」や「③最後ま

で話を聞く」は多くの人ができて

います。課題は、② と④でした。

②は他校に比べてできてはいま

す。④でも 2年生が区に比べ+1
3%と 多いです。しかし、もっと

② と④ができるようになるには、

どうしたらよいのでしょう。もち

ろん、この他にも、「話 し合い」を上手に進めていき、解決に向か っていくためには、「話 し

合 う中で、違 う意見や考えが出たとき、みんなが納得できるように意見や考えをまとめる」
ことも必要です。しか し、この質問にも、 1年 59%、 2年 66%、 3年 64%と 、区より

も高い数値が出ていますが、②や④ と結果は似ています。

つまり、「話 し合いの内容」を理解 しているかが、第一のハー ドルです。そして、「他の人

が発表 しているとき、自分の考えや気持ちと比べながら聞いている」かが、第二のハー ドル

ではないでしょうか。実は、この質問に対しては、 1年 75%、 2年 69%、 3年生 74%
と少 し②や④より高い数値にはなつていますが、やはり、ここが少 し弱点のようです。今朝
の全校朝会でも話 しましたが、上原先生のおっしやった大切なキーワー ドを、自分の考えや

気持ちと比べながら聞 く。忘れてしまっていたら、まず、確かめる (第 一ハー ドル )。 そし

て、相手の意見を尊重するのはよいのですが、ただ他の人の意見を聞くだけでなく、そして、

自分の意見や気持ちと比べ、その言葉を自分の中で消化 してみる (第 ニハー ドル )。 実際に

車椅子でプレーする体験をする。体験のなかで気付 く。いつでもどこでも、「わからないこ

と」、「疑間」があつたら聞く「ハテナソン」。とつさに「ハテナソン」はできるものではあり

ません。だから、自分の意見。やつたこと、感想を「振 り返って」みるのです。そうすると、

後でまた「新 しい課題」に気がつく。ならば、その次に、またやってみる。そういう繰 り返

しの「過程」が必要です。「大人になる」ということは、そういうことの繰 り返 しです。

しか し、子どもから大入への汽水域にいるみなさんだからこそ、やってほしいのです。最

近流行の「チコちゃん」、「ボーっと生きてん じゃね一よ !」 です。ちょっと過激でした。

よくあてはまる 。どちらかと言えばあてはまると肯定的に答えた人の率

①話し合いの機会 Э話し合う内容の理熊 ③最後まで聞く ④自分の意見を伝えそ

本 校 区 との差 本 校 区 との差 本 校 区 との差 本 校 区 との差

1年 93% 10% 62% 12% 91% 5% 63% 30/c

2年 90% 10% 53% 10% 89% 6% 66% 130/c

3年 88% 3% 49% 6% 86% 1% 57% 20/c
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20(木 )～ 21(金 )中間考査1(土) 始業式・集団下校訓練

22(土 )神 明祭3(月 )学 校公開開始

8(土) 学校公開終 日学校説明会⑥ 27(木 ) 小児生活習慣検診
パラリンピアン講演会③④

12(水) 生徒会選挙⑤

※「杉並区中学生小笠原自然体験交流」【応募締切 9月 28日 (金 )】

(船中 2泊 )平成 31年 3月 22日 (金 )～ 3月 27日 (水)5泊 6日


